
 

 

 

 

 

    

なしの予備摘果研修会を開催 

 

 4 月 22 日、甲賀市水口町のなしほ場において、なしの予備摘果についての現地研

修会を開催しました。当日は、なし栽培志向農家を含む 10 名の参加がありました。 

 

 研修会では、残す果実の見分け方に加え、なしの重要病害である黒星病や発生が

確認されているアブラムシの防除について注意を呼びかけました。その後、生産者

ほ場にて予備摘果の実地指導を行いました。実際に各品種の生育状況を見ながら、

どのような果実を残していくかなど、実物を教材に説明しました。 

 説明後も、自分の園と比較して作業内容の質問をされたり、生産者間での意見交

換が活発に行われたりと、有意義な研修会となりました。 

 当課では今後、現地巡回指導で摘果の実施状況を確認するとともに、個別指導に

よる技術の習熟を図っていきます。 
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